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この研究では、木造住宅の耐震補強方法として面格子壁に着目し、その力学性能を実験
によって明らかにすることを目的としています。面格子壁は、合板の壁や土塗り壁に比べ
て通風・採光などの居住性に優れるだけでなく、格子材の太さや間隔・角度を変化させる
ことによって、様々なデザインも可能です。現在、町屋や古民家などの伝統木造建物の耐
震改修に、面格子壁を利用する試みが始まっていますが、本研究の成果によって、面格子
壁の自由な設計が可能となり、面格子壁の今後の更なる普及も期待されます。

耐震補強用の木製面格子壁の性能評価

■水平加力実験による力学性能の把握

通風・採光・デザインに優れた面格子壁ですが、これまで

実験研究は少なく、力学性能のデータも十分に蓄積されてい

ません。面格子壁は格子材の寸法・間隔によって発揮される

性能が異なるため、面格子壁の自由な設計を行うためには、

実験パラメータを変えた数多くの実験が必要です。本研究室

では、いくつかの形状の面格子壁について実験を行い（写真

１）、力学性能の把握と実験データの蓄積のための研究に取

組んでいます。

■新たな面格子壁デザインの提案と性能評価

面格子壁の自由なデザインの可能性を探るため、いくつか

の斜め格子の壁について実験を行っています（写真２，３）。

特に、写真３の斜格子壁は、木造住宅の耐震改修で一般的に

使われている構造用合板と同程度の性能を持つことが確認さ

れました。優れた構造性能とデザイン性を持つ面格子壁の開

発に向けて実験や解析研究を行っています。

■小径間伐材を用いた面格子壁の可能性

面格子壁は、比較的細い材料で作ることができます。こ

の特徴を生かして、建物の柱や梁では使われないような細

い間伐材を使って面格子壁を作ることも可能です。一般の

製材と間伐材を用いたときの面格子壁の性能の違いを、実

験によって調査しています。間伐材の利用促進に、建築構

造分野から貢献を目指した研究です。

写真１ 面格子壁の実験の様子

写真２ 写真３
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